
片田文庫は平成12年に本学に寄贈され、単行

本（全集物）については既に閲覧室に配架され

ています。今回、当文庫のもう一つの柱である

音盤資料について述べてみます。

一個人の蒐集としては膨大な数でCD 4,870

種、LP約20,000枚から成ります。

おおよそクラシック9割、あと民族音楽、ポ

ピュラー音楽、流行歌が占めています。

クラシックについては基本的なものはほぼ揃

っていると言えます。

そのすべては到底紹介しきれませんがいくつ

かを紹介します。

①カラヤンの芸術　上・下巻（LP）

カラヤンがフィルハーモニア管弦楽団を振っ

た1950年代の録音集。後の磨きぬかれた表現で

はなく若き日の推進力にあふれた演奏が聴かれ

ます。その多くは後にベルリン・フィルと再録

音していますがバラキレフの交響曲などこれ一

度きりのものもあります。

②ラフマニノフ大全集（LP）、ハイフェッツ大全

集（CD）、グリュミオー・エディション（CD）

個人全集。作曲家として有名なセルゲイ・ラフ

マニノフ（1873-1943）は自作のピアノ協奏曲で

圧倒的な演奏を遺しています。ヤッシャ・ハイ

フェッツ（1901-1987）は完璧な技巧で一世を風

靡したヴァイオリニストです。1917年から1972

年までほぼすべての録音を網羅しています。ア

ルテュール・グリュミオー（1921-1986）はフラン

コ・ベルギー派のヴァイオリニストでクララ・ハ

スキルとのデュオは欧州楽壇の名物でした。バ

ロックから近代までその美音が堪能できます。

③ブダペスト弦楽四重奏団の芸術（LP）

1950-60年代2度にわたってベートーヴェンの

弦楽四重奏曲全集を録音し、近代的アンサンブ

ルの先駆けとして活躍した当四重奏団の初期録

音。1918年結成時のリーダー、エミール・ハウ

ザー在籍時の「大フーガ」が聴けます。荒削り

ですがその熱演に圧倒されます。

④ヴォックス・ピアノ・コレクション（LP）

アメリカの中堅レーベルVOXが1960年代に

製作した作曲家別ピアノ曲全集。中でもワルタ

ー・クリーンによるモーツァルトはお勧めで

す。他にメンデルスゾーン、ブラームス、サ

ン＝サーンス、グリーグ、グラナドス、プロコ

フィエフ、ニールセン等。

⑤コンドン・コレクション 世紀の名ピアニストたち（CD）

1900年代から1930年代までのピアノ・ロー

ル。録音がまだ実用的水準になかった時代にコ

ルトー、ルービンシュタイン、ホロヴィッツと

いった名ピアニストの若き日の演奏やドビュッ

シー、サン＝サーンス、マーラーなど大作曲家

の記録が遺されました。

⑥ピアノ伴奏歌曲の様式の変遷1850-1950（LP）

シューマン以降のドイツ歌曲をまとめたも

の。20世紀を代表するバリトン、フィッシャ

ー＝ディースカウならではの企画物です。

⑦オリジナル盤による―明治・大正・昭和―日

本流行歌の歩み（日本コロムビア）（LP）

オリジナル原盤による日本の流行歌史

戦前篇（日本ビクター）（LP）

国産の初期レコード。特にコロムビアは明治
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40年から昭和20年までを対象としています。明

治大正期は民謡、俗曲等を含みます。納所文子

（1896-1964）「鉄道唱歌」、松井須磨子（1886-

1919）「ゴンドラの唄」、鳥取春陽（1900-1932）

「船頭小唄」、佐藤千夜子（1897-1968）「東京行

進曲」、二村定一（1900-1948）「君恋し」「笑ひ

薬」、藤本二三吉（1897-1976）「祗園小唄」、平

井英子（1918- ）「タバコやの娘」（「茶目子の一

日」が見当たらないのが惜しい）等々。なおこ

れ以前の日本の商業録音は出張録音といい、外

国の会社により雅楽、能、長唄、常磐津、義太夫、

落語といった諸芸能が記録・制作されました。

この他にも所謂名盤や資料的価値のあるもの

が色々あります。附属図書館では第2－4週の木

曜日午後に3階AVホールにて片田文庫のCDに

よるコンサートを行っています。順次とりあげ

ていますので興味のある方はお越しください。

（あきもと　こうじ）
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私は、国文学という書物を扱う分野を専攻し

ている関係もあって、附属図書館をよく利用さ

せて頂いている。附属図書館の蔵書は質量とも

に優れ、国内屈指の大学図書館であることは疑

いない。ただ日常利用していると、言葉は悪い

が、「荒れた」雰囲気を感じることがある。

例えば、館内には飲食物が持ち込まれ、ペッ

トボトルや菓子の包装紙などが散らばってい

る。もちろん、飲食物の持ち込みを禁じた掲示

は出ているのだが、その掲示の効果はほとんど

見られない。この状況は数年前から比べると悪

化の一途をたどっている。そこからは、みんな

が持ち込んでいるから構わないだろう、という

意識が垣間見える。

確かに、試験準備や一般の学習を目的とした

利用者も多く、気分転換に飲食物を摂取したい

気持ちもわからないことはないが、それを許せ

ば、図書を汚損する可能性は高くなる。貴重書

のように、別室で閲覧することになっている資

料ならば、問題はそれほど大きくないが、貴重

書に指定されていない蔵書の閲覧は、一般の閲

覧机で行われることになる。これらの資料の中

には学術上重要なものも数多く含まれている

が、それにもかかわらず、このような資料が閲

覧されている隣りで、ジュースを飲む利用者が

いるという光景は、附属図書館では珍しくない。

それほどまでに気軽に資料が閲覧できるという

利便性は、附属図書館の長所でもあるが、やは

りこれは行き過ぎであろう。

もちろんこれは利用者のモラルの問題でもあ

る。しかし、近年はそのような常識さえ知らな

い利用者も数多いようで、注意をされても「知

らなかった」と答えるケースがあるように聞く。

このような中、利用者のモラルに任せておくだ

けで、蔵書を守ることができるのだろうか。附

属図書館は利用者のモラルが向上するように、

もう少し教育的配慮を行うべきであろう。重要

な資料が数多く所蔵されている附属図書館だか

らこそ、その配慮が一層必要とされるはずだ。

モラルの面でもう一点言えば、館内での携帯

電話の利用が目に余る。特に館内中央の階段部

分で隠れて通話をする利用者が跡を絶たない。

善意の利用者が迷惑を蒙っているにもかかわら

ず、職員から目の届きにくい場所であるせいか、

注意されることはそれほど多くないようであ

る。この点についても、重ねて対策を促したい。

（なかじま　けんすけ）
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